
　産業機械や一般消費財などの部材となるアルミ材は、圧延した地金からア
ルミコイルとして巻き取られ、部材メーカーに出荷される。しかし、巻き取
り装置の工程では、コイル表面の張力のバラつきなどから、横幅方向にずれ、
端面が反り返るため、修正する必要がある。
　アルミコイル製品端面自動補正装置は、このズレを自動に修正し、端面を
きれいに整え、コイルを巻き取ることができる。同装置はレーザーセンサー
により、巻き取るアルミコイル端面の横幅方向のズレを読み取り、そのデー
タをコンピューターに送り、どの程度の力でコイルを上から押せばズレを修正できるか計算し、コイルを上か
ら押す駆動機器に指令し、押して修正する。鳥取県産業技術センターの協力を得て、開発した。
　従来は熟練作業者が2人で左右からコイルを上から押し、感覚でズレを修正していたが、熟練技能が不要に
なり、省人化できる。本装置がコイルを上から押すと、その力によるズレも生じるが、それを補正するプログ
ラムも働いている。高額な投資をして、自動補正装置を備えた巻き取り機や、巻き取り機を含むスリットライ
ン設備を導入する必要がなく、わずかな改良で自動修正できる技術を確立した点で大きな意義がある。高効率・
高品質に加工できるので、多品種少量のアルミコイルを短納期で出荷できるようになる。
　アルミコイルの購入先からも、端面のズレが要求通り数mm以下と高品質で、従来よりも改善したと評価さ
れている。ズレがゼロに近いほどアルミコイルの精度は高まり、購入先での引き延ばしや巻き直しなどでのズ
レの修正作業も低減する。
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